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1.はじめに 

 近年、金属ナノ微粒子の医療分野への応用に

関する研究が盛んに行われている。特に炭素層

によって被覆された鉄などの磁性体ナノ微粒

子は、コア金属微粒子の酸化を防ぎ、親水性も

高いため、ドラッグデリバリーシステム(DDS)

やウイルス吸着剤等の応用に向けた研究開発

が行われている。本研究室では、アーク放電法

で作製したグラファイト外包磁気ナノ微粒子

(GEMNPs)を用い、NH3プラズマを用いてアミ

ノ基を表面修飾し、そのアミノ基に抗体を固定

化させ、抗体抗原反応によるウイルスや細菌の

磁気濃縮技術に関する研究を進めてきた。本研

究では、抗体結合磁気ナノ微粒子を用いて、血

液などを擬似した複合溶液中から細菌を選択

的に検出する技術の開発を目的としている。 

2.実験方法および結果 

DC アーク放電装置を用いて、磁気ナノ微粒

子を作製した。次に誘導結合型 RFプラズマ装

置を用いて NH3 / Arプラズマを生成し、磁気ナ

ノ微粒子表面にアミノ基修飾を行った。アミノ

基修飾した磁気ナノ微粒子に、大腸菌抗体を固

定し、Fig. 1に示す手順で抗体結合磁気ナノ微

粒子による大腸菌の磁気回収を行った。回収し

た大腸菌および上清液中の大腸菌をコロニー

カウント法を用いて生存菌個数を評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 Schematic illustration of capturing E. coli from sample 

solution using antibody-integrated MNPs. 

10-9に希釈した大腸菌サンプルを用いた予備

実験の結果を Fig.2に示す。同量(100μl) 溶液中

の磁気回収磁気微粒子から大腸菌の検出が確

認されたが、上清液からは菌個数は 0であった。

大腸菌の選択的回収に関する実験結果につい

ては講演において発表する。 

 

Fig.2 Photo of colony counting plates 

 本研究は科学研究費補助金基盤研究(No. 

25246029)の助成を受けて行われた。 

 

ruCrude without MNOs : 1CFU 

Supernatan : 0CFU 

 

Cr uAd-MNPs fraction :124CFU 

 

1   10-9 

第63回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2016 東京工業大学 大岡山キャンパス)19p-P7-8 

© 2016年 応用物理学会 06-049


